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1. はじめに  

1998年6月の「一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄

物の最終処分場に係る技術上の基準を定める省令」（総

理府・厚生省共同命令）の改正により，鉛直遮水工につ

いてもフェイルセーフ機能を付加することが要求され

ている1)．例えば，鉛直遮水工として鋼製遮水壁を採用

する場合には，鋼管矢板継手部に遮水処理を施した上

（基本遮水），継手部に遮水室を設けて不透水性材料を充

填する（フェイルセーフ）．このような工法により，処分場の全体機能について要求される遮水性能を満足す

ることは確認されているものの，膨大な数の個々の継手部の遮水性能を検査・評価することは難しいことが

指摘されている2)．信頼性の高い処分場を建設するためには，容易に遮水室を設けられ，かつ，不透水性材料

充填前後における個々の遮水室の遮水性能を検査・評価できる構造が望まれる． 

 

2. 土質系材料充填継手箱形鋼矢板壁  

上述の課題を克服する有望な工法として，継手遮水に土質系遮水材を適用した箱形鋼矢板壁（土質系材料

充填継手箱形鋼矢板壁）が挙げられる．図1に箱形鋼矢板壁の上面模式図を示す．本工法は箱形鋼矢板同士を，

膨潤性止水材（ケミガード）を塗布した継手2点で連結し，継手間にできた遮水室に土質系遮水材を充填しフ

ェイルセーフ機能を付加するものである．箱形鋼矢板壁は，遮水室が広く，その形状が立方体で寸法を把握

しやすいため，個々の遮水室の透水係数を厳密に評価できる利点を有する．ただし，施工実績が少なく，実

施工における遮水性能の確認試験の方法は確立されていない．このため，土質系材料充填継手箱形鋼矢板壁

工法の品質管理手法の構築を目的とし，名古屋市の稲永ふ頭に建設中の廃棄物処分場において現地計測を実

施した．本報告では，遮水室内で実施した水張り試験の結果について報告する． 

 

3. 現地水張り試験の概要 

水張り試験の概要を図 2に示す．水張り試験は土質系遮水材充填前に実施し，水圧計により遮水室とコラ

ムの内水位，および潮位（外水位）を計測した．本報告では，ケミガードを塗布した継手部，つまり側面遮

水工の遮水性を評価する．側面遮水性能は，文献 3)を参考に ，壁厚 D に対する換算透水係数 keの値を任意

に設定し，式(1)により計算した内水位の経時変化と，実測した遮水室の内水位を比較することで評価した． 

  ℎ୧୬(𝑡+ ∆𝑡) = ℎ୧୬(𝑡) + (�ୣ� ∙ 𝑆∙ 𝐿∙ ∆ℎ ∙ ∆𝑡)/(𝐷∙𝐴)     (1) 
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図1 箱形鋼矢板壁の上面模式図 
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ここに，hin(t)は時刻 tにおける内水位，Sは壁体延長，Lは壁体長

さ，hは内外水位差，Aは継手内平面積である．海面処分場では，

背後地盤を含めて，便宜上，厚さ 0.5mの層を仮定し，keを評価す

る 2)．これに倣い，本報告においても，継手 1，2を合わせて厚さ

0.5mの層を仮定し，遮水室の内水位の変化を図3のようにモデル

化し，ke を計算した．また，コラム内水位の減少は蒸発および底

面からの透水によるものと考え，実測した遮水室内水位はコラム

内水位で補正して評価した． 

 

4. 現地水張り試験の結果 

 図 4に水張り試験の結果を示す．図中には，実測した外水位お

よび内水位と合わせて，式(1)により計算した内水位の経時変化を

プロットしている．図より，keの値を 1×10-4cm/s と大きく設定し

た場合，つまり継手部から漏水が確認されるような場合には，内

水位は外水位と連動して大きく変動することがわかる．一方，ke

の値を 1×10-8cm/sと小さく設定した場合，つまり継手の遮水性が

極めて高い場合には，時間経過に伴う内水位の低下はほとんど観

測されないことがわかる．実測した内水位の変化を見てみると，

ke の値を 1×10-7～10-8cm/s に設定した場合の計算結果の間に位置

しており，当該遮水室の keの値は 1×10-7cm/s以下であることが確

認される．厚さ 0.5m の層に対しては 1×10-6cm/s 以下の透水係数

が要求されるが，当該遮水室はこれを満たし，極めて高い遮水性を

有しているといえる． 

 

5. まとめ 

本報告では，土質系材料充填継手箱形鋼矢

板壁の個々の遮水室における水張り試験の

結果，およびその評価方法について検討した．

その結果，遮水室に水を張り，所定期間内の

水位変化を観測することで遮水性能を容易

に評価できることを確認した．本工法を採用

した場合には，遮水室の形状が把握しやすく，

試験方法を簡易にできることから，継手の遮

水性を全量検査することも可能であり，鉛直遮水工の品質管理において優位性を有するといえる．また，今

回計測した側面遮水工が高い遮水性能を有することを確認した． 
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図2 水張り試験の概要 

図3 遮水室の透水モデル 
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図4 水張り試験の結果 
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